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人 (延べ) 人 (延べ)

市民参加数・見込み

(延べ) 人 (延べ) 人 (延べ) 人

費用・実績 費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み

（2018） （2019） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標

人

目
標
・
成
果
推
移
等
②

施策に係る取組②

29年度 30年度 31年度 中期 長期
（2017）

(延べ) 0 人 (延べ)人

（2019）
中期

(延べ)人0

費用・実績 費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み

業務効率化の成果とし
て、時間外勤務時間や文
書量の削減を、30年度の
10分の5にする。

業務効率化の成果とし
て、時間外勤務時間や文
書量の削減を、30年度比
で10分の7にする。

業務効率化の成果とし
て、時間外勤務時間や文
書量の削減を、30年度比
で10分の9にする。

５S活動の実施状況を毎月
の点検により100点満点で
採点し、年平均が57.5％で
あった。

前年度と同じ採点表を用
いて活動を継続した結
果、年平均が60.2％で
あった。

成果・目標成果・目標成果・目標成果・実績

30年度
（2018）

31年度
（おおよそ3年後）

長期
（おおよそ5年後）

市民参加数・実績

目
標
・
成
果
推
移
等
①

施策に係る取組①

29年度
（2017）

成果・実績

(延べ)

市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

環
境
変
化

他市町での取組状況や
施策を取り巻く環境変化

（他市町における同様の取組での特徴的な点、制度の変更、ニーズの変化、技術の変化など）

近隣市町では同様の取組は確認できない。退庁前の一斉清掃や整理整頓が習慣化し、定着してきたが、
業務の効率化については大きな成果が出ていないため、文書整理などの技術的な面でも活動を推進す
る必要がある。

(延べ) 人

（誰、何を対象にしているか）

全職員

施策の
意図

（対象をどのような状態にしたいか）

活動の推進によって機能的な職場環境づくりを進め、無駄の削減、市民サービスの向上を目指す。

５Ｓ活動推進要綱

施策開始の背景、経緯等
職場環境の改善と個々の業務の合理化思考への意識付けを目的とし、平成25年8月26日に要綱を制定
した。

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等）

５Ｓ点検

市民参加数・実績

施
策
の
目
的
等

施策の
内容

（どのような施策なのか）

職員が職場の整理・整頓・清掃・清潔・しつけの重要さを認識し、習慣とすることで、職場を機能的かつ安全快適な環境
に改善し、行政活動の効率化や市民サービスの向上に繋げる活動である。

施策の
対象

総務部財政課 関係部課 全課室等

基
本
情
報

第５次総合計画・基本方針 　 　みんなの力を結集する自治と協働のまち

まちづくり行程表・フラッグ 　―

第６次総合計画・基本目標 　 　市民から信頼される市政の運営

（細々節名） （金額）

長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 施策名 ５Ｓ運動

担当部課

（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

活
動
状
況

活動エピソード

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

市の幹部職員が５Ｓ活動を推進することで、全体として一定のレベルが維持できている。また各課の５Ｓ実
施状況を毎月評価し順位付けすることでも、底上げが図られている。

市民参加数・実績 市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み



内
部
意
見

今
後

今後の
方向性、
改善点

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

文書の整理や作業手順のマニュアル化など、既存の５S活動の枠を拡げて、行政改革等の他の取組と協調して活動を推
進していく必要がある。

総合計画担
当、財政担
当、行政改

革担当

・文書の削減、行政改革等との連携を図り、引き続き取り組んでください。

改
善
状
況

改善ポイント

（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

推進委員の点検に加え、各課等の長によるセルフチェックを実施したことで、自主点検の活動が促進され
た。

評
価

評価・課題

(進捗状況や課題など）

月１回の点検を実施し、表面上の整理・整頓・清掃については高いレベルを維持している。活動が５年を
経過し、一定レベルには達したと思われるが、行政活動の効率化や市民サービスの向上という目的で成
果を実感するには、活動の飛躍が必要と思われる。


